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根尖性歯周炎を有する歯において根尖側1/3までを穿通可能にすることは、根管治療における最も重要

な成功因子である（Gulabivala and Ng, 2023）。しかしながら臨床ではしばしば狭窄した根管に遭遇し、それら

は歯内治療の妨げとなる。American Association of Endodontics (AAE、米国歯内療法学会)のEndodontic 

Case Difficulty Assessment Form and Guidelines やAAE Endo Case Appにおいて、「根管の走行が不明瞭」

や「根管および髄腔が確認できない」症例はHigh Difficultyとして分類される。狭窄根管は治療の難易度が

高いだけでなく、根管のトランスポーテーションや穿孔、器具破折など偶発症のリスクを高める要因にもなり

得る。 

本講演では狭窄した根管を有する歯内治療症例を提示するとともに、狭窄根管をマネジメントする際に必

要な原則、知識、技術を整理し、明日からの臨床に役立てることを目的として皆さまと議論したい。 
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